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会長就任のご挨拶 
  会 長  黒 田 裕 子 

 
平成 22年度から大役をお引き受けいたしました新会長 黒田裕子です。 
ひょうごがん患者連絡会発足から前会長中原武志様とご一緒に活動してまいりました。継続的にそし

て、積極的に新しいことにも挑戦していただきたかったのですが、体調が悪くこの度会長を退任される

ことになりました。 
後をお受けいたしましたが、皆様方のお力添えがなくしては、活動も成熟させることが出来ません。

お力添えの程よろしくお願い致します。 
 当連絡会は、兵庫県内のがん患者会の団体・個人との連携を図りながら、様々な問題に取り組んでお

ります。 
県内４１市町の行政と手を組み、がん予防について全ての市町を巡廻いたしました。県民および県行

政機関の皆様方と、現状を理解しあうよい機会を持つことができました。 
また、がん拠点病院の相談員の方々とも、様々ながん患者の気持ちを共有する時間をともにすること

ができました。 
さらに、大学（医・薬学系）におきましても、授業の一環として学生が患者の気持を聞くための時間

を設定していただきました。これから医療職に就く方々とも、素晴らしい時間を共有することが出来た

と思います。 
2 人に１人ががんになる時代です。がんによる死亡者を減らし、同時に、がんとなっても安心してく
らせる地域社会の構築を目指して、県との協働活動に力を注いでいます。今後は、更に企業との連携も

図っていきたいと考えます。 
当連絡会としては、患者の方々により細かく、より近づいた状態で働きかけができるように、と考え

ていることも多々あります。それには、全国のがん患者と手を結び、いま抱えている問題を共有しなが

ら次の手段（例えば提言など）に上げていくことが必要です。 
問題は山積しています。がんの末期における在宅療養と介護保険の問題や、在宅療養におけるがん保

険などの身近な問題もあります。 
みんなの手でシステム・法制度などの改善を求め、最期まで安心して快適に生きられるように社会の

変革を目指してまいりましょう。 
皆様方のお力を拝借して共に成熟すると同時に、この会が更に深化するように致しましょう。 
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副会長就任にあたって 
山 本 宗 男 

2010 年度がスタートしました。今年度、ひょうごがん患者連絡会は “行政との協働グループ”、   
“医療機関との協働グループ”、“広報活動グループ”がけん引して進めていくことになりました。 
“行政との協働グループ”として考えている事を報告して、副会長就任挨拶とします。 
 先ず最初に、兵庫県のがん対策推進目標とその方策の骨子を確認しておきたいと思います。 
１、全体目標 
｢がんによる死亡者数を減少させる｣、併せて｢がんに罹患しても元気に生活できる社会を構築する｣ 

２、推進方策 
２－１．がんの予防及びがん検診率向上による早期発見の推進 
 ①禁煙、②食生活の改善、③がん検診率の向上：5年以内 50%以上（大腸、乳がんは 60%以上） 
２－２．質の高いがん医療体制の確保 
①2次医療圏にがん診療連携拠点病院を整備して専門医を配置、②病診連携の構築 
③がん診療に係る医師の緩和ケアの習得、④緩和ケアチームの設置、 
⑤切れ目の無い医療の整備で在宅緩和医療の推進 

以上のがん対策推進計画を踏まえて“行政との協働グループ”が今年取り組む事項（案）を列挙しま

す。具体的にどう取組むかは、よく話し合って決めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
１、必要の都度、県疾病対策課と検討会開催 
２、がん対策推進員研修などの行政との協働（７重点市町、研修会参加少ない市町、希望ある市町） 
３、・講演会開催：県、市町、医師会、病院、薬品会社などと話し合い開催の機会を増加 

（講演会内容：病気、検診、医療体制（病診連携、緩和在宅医療）） 
・啓発キャンペーンの開催 

４、利便性の高い検診機会の提供についての調査・推進 
５、健康教育の推進 
６、他団体との交流（県下がん患者会、他県がん患者会、国がん患者会、難病連） 

以    上 
 

副会長就任にあたって 
伴 智 代 

 この度、第 2回定期総会で「ひょうごがん患者連絡会」の副会長という大役をお引き受けすることに
なりました。パソコンできない、車の運転できない、お酒も飲めない三重苦（笑）の私が本当に副会長

をお引き受けしても良いのかというとまどいは、正直、今も持っています。さらに「副会長って何をす

ればいいんだろう？」というのが率直な今の思いです。 
 私達の会はある意味時間のない者の集まりだと言えると思います。そういう意味で少しでも早く、少

しでも大きく活動を前進させる、広げるというのは重要かつ重大な私達の会の命題だと言えるかもしれ

ません。ただ、そのために私に副会長になれと言われるなら、私にはその力はないに等しいと言えます。 
 約２０年前、骨髄バンクを立ち上げようとした時も、あの頃「移植を待ち望んでいる目の前の患者さ

ん達のために・・・」と頑張れば頑張る程、行政にも日赤にも、世の中にも受け入れてもらえない八方

ふさがりの状況に陥っていきました。つまり、当事者の思いの強さをそのままぶつけるだけでは、交渉

すべき相手には引かれてしまう。「患者とは話したくない」と行政の担当者やドクター、ナースにまで

言われてしまう現実がありました。もし私が副会長として何か役に立てることがあるとするなら、この

経験かもしれません。 
 今、目の前の自分を含めた患者さんだけのためを考えるのではなく、私達の後から来る患者さん達が

「がんになっても安心して暮らせる社会」をつくるために「やりたいこと」、「やれること」を肩肘張ら

ないで、じっくり腰をすえて会長、事務局長をはじめ会員の皆さんと力を合わせて、活動していければ

思います。よろしくお願い申し上げます。 
以    上 
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ひょうご がん患者連絡会の活動概況を紹介します 

（2010年４、５月 活動分） 

事 務 局 
2010年４月 15日（木）：第 2回ひょうごがん患者連絡会定期総会と第 1回運営委員会を開きました。 
 第 2回定期総会での審議決定事項は次の通りです。 
１）2009年度の活動を回顧し 2010年度の事業計画を決めました 

2009年度は、設立総会以来の体制固めから “行動する患者団体”を目指して 「がん検診啓発 
活動」および「がん診療連携拠点病院との連携活動」を重点テーマに掲げ、兵庫県当局および

県下４１市町、１４拠点病院と協働して活動してきました。 
 2010年度は、これらの実績をベースに、兵庫県下のがん患者を初めとする県民に “期待され
るがん患者連絡会”を目指して、より幅広い活動を展開します。 
 そのために、連絡会を開かれた組織に改訂し、広報活動も強化して、行政・医療機関との協

働活動を一層充実させ、併せて他のがん患者会およびその他の活動団体とも連携し、全県下 
から近畿地区、さらには全国的にも活動を広める取組みを考えていきます。 

   ２）2010年度事業計画を基に、会則改正と組織体制の強化を決めました。 
     会則改正は、会員区分の再整理など“開かれた会”を目指した見直しを行いました。 

組織体制としては、新たに“広報グループ”を設置した外、副会長を２名体制としました。 
   ３）会長には黒田裕子が、副会長には、山本宗男行政協働グループ長と伴智代医療機関協働グル 
    ープ長が選任されました。 
2010年５月 16日（日）：ひょうごがん患者連絡会のホームページをリニューアルしました。 
   ホームページの維持管理を強化するために「活動概要」ページにブログを併用するなどのリニュー

アルを行いました。 
   新年度を迎えて、新会長の就任挨拶および新組織人事表を掲載しました。 
2010年５月 20日（木）：第 1回フリートークミーティングと第 2回運営委員会を開きました。 
  １、行政との協働グループ、医療機関との協働グループ、ならびに広報グループの今年度活動計画

を主議題にして討議を行いました。 
主な決定事項は以下の通りです。 

  （１）行政関係 ① 直近の問題である「在宅医療支援体制」について、疾病対策課及び医務課と 
           の話し合いを検討する。8月例会開催日を目標とする。 
          ② がん検診啓発出前講座の開催推進に関して、疾病対策課主催の県下 41市町 
           がん検診担当者会議（７～８月開催予定）に代表者 2名程度の出席を求める。 
  （２）医療関係 ① 拠点病院の相談支援センターとの話し合いをすすめる。 

新たな“がん患者サロン”の立ち上げについても検討していく。 
          ② 拠点病院地域連携室ともタイアップして、地域の在宅療養支援診療所との 

意見交換会開催を検討する。 
  （３）広報関係 ① リニューアルしたホームページの月次更新を定着させる。 
          ② ニューズレターは、各団体による持ち回り執筆が一巡した段階でリニューア 

ルを検討する。 
          ③ 県下の患者会、近畿府県の患者団体、全国的な患者連携団体との交流を進め、 
           新たな展開を検討する。 
  ２、2010年度の研修会開催計画について、講師との折衝経過を踏まえて開催日時案を決定しまし 

た。 
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日  時 行事・会費 テ ー マ ・ 講  師 場  所 
６月１７日（木） 
18：00～20：30 

第 4回がん医療 
  研修公開講座 

「県立がんセンターの目指すところ」 
がんセンター副院長   足立秀治氏 

20：30～ 研修グループワーク 研修後の討議でテーマ決定 
   ～21：30 第 3回運営委員会     ―――――――― 

 
兵庫県民会館 
１２０２号室 

７月２１日（水） 
18：00～19：30 

第 4回がん医療 
研修公開講座 

「化学療法の現状と将来展望について」 
神大病院腫瘍センター長 南 博信 氏 

19：30～ 研修グループワーク 研修後の討議でテーマ決定 
   ～21：00 第４回運営員会     ―――――――― 

 
兵庫県民会館 
３０４号室 

８月１９日（木） 
18：00～20：00 

第 2回 
フリートーキング会 

 ―――――――― 

20：00～20：30 第 5回運営委員会    ―――――――― 

神戸クリスタ

ルタワー4階 
（予 定） 

編集後記 
今回はさくらんぼの会の石上が担当いたします。 
年が明けてから 4ヶ月間、家の事情や仕事の関係で例会に参加出来ませんでした。 

その間に会長としてご尽力いただいていた中原さんが会長を退任され、新しく黒田会長

が就任され、山本さん、伴さんのお二人が副会長として黒田会長を支えて行く事になり

ました。 
 さくらんぼの会は小児がんと言う事もあり、他の会員の皆さんのように中々連絡会の

力になれませんが、これからもよろしくお願いいたします。 
 

ひょうご がん患者連絡会行事予定（2010 年６月～８月）

このニューズレターは、５団体から応募いただいた編集委員による協議で編集し、会長の査閲を経

て発行されます。 
 ニューズレターの構成は、第１面が各団体代表による取組み報告、第 2面が各団体持ち回り執筆
の連絡会関係の活動報告となっております。 
この第 11号は「定期総会特別号」として、会長、副会長に執筆頂きました。 
第 12号からは再び持ち回り執筆で“日本ホスピス・在宅ケア研究会”さんに担当頂きます。 
編集後記は編集委員持ち回りで、“ゆずりは明石”事務局 草野さんにお願いします。 （事務局） 

 

ニューズレターの編集について  

 


